
国内外の取組みから

2025.10.30 全国シェアサイクル会議事務局

事務局からの話題提供



国際会議
Velo-City２０２５ からの話題



Velo-City 2025 開催概要

Velo-City（主催：ECF（欧州サイクリスト連盟））とは

自転車やアクティブモビリティに関する知識の交換のために、毎年異なる都市で開催される世界会議

自転車活用

×

交通・まちづくり・観光・安全・健康・教育・産業・市民活動 ...etc

様々な社会課題を「自転車」を切り口に議論し、情報共有、交流

1980年から開催されており、2027年に日本（愛媛県松山市）で開催

■日 程 令和7年6月10日(火) ～ 6月13日（金）
■場 所 ポーランド・グダニスク市「Amber Expo」
■主 催 ECF（欧州サイクリスト連盟）、グダニスク市
■内 容
○開催テーマ 「Energizing Solidarity」
＜サブテーマ＞
・The Social Power of Cycling / ・Shaping the Urban Transformation Together
・Political Solidarity for a Just Transition / ・Cycling for Joy and Health
・Cycling to Boost the Economy and Save Energy

○約90の全体会議・セッション、約70のブース出展、バイクパレード等
○約60か国、1,400人超参加
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■全体会議２ 都市の変革を共に形作る

■全体会議３ サイクリングの社会的な力 - バイクラッシュへの対応

■全体会議４ 喜びと健康の為のサイクリング

■全体会議５ 「自転車帝国」からの公正な移行

■全体会議６ 経済の活性化と省エネルギーの為のサイクリング

全体セッション

 全体会議では、開催地のグダニスクから始まった「連帯」をメインテーマに、自転車目線での自転車社会
としてのあり方ではなく、都市・地域における自転車への期待、課題、役割、今後の推進などについての
議論が積極的に進められた。

■全体会議１ オープニングプレナリー 「連帯の活性化」
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• 「自転車を推進するには“自転車”を語らないこと」

• 政治的リーダーシップと明確なビジョンの重要性

• 子どもから高齢者まで安全に移動できる都市(ネットワーク)づくりが、全ての人に優しい街への鍵



個別セッション

自転車推進・利用促進・都市変革

 地方での自転車利用促進と都市における安全性・移動性の向上をテーマに、インフラ整備やデータ活用
事例に関する議論がされた。

■ １.３ 地方で自転車を交通手段として活用するためのツール

■ ３.４ 初心者向け：データによる自転車の安全性とインフラの改善
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個別セッション

シェアサイクル・シェアモビリティ

 シェアサイクルにおいては事業者からの発表が中心であるが、特に都市の移動手段としての役割やそ
の市民へのリアクションなどに関する報告がみられた。

■３.６ シェアモビリティの次の時代：シェアサイクルが都市をどう形作るか

■Freewheel Stage  YouBike
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個別セッション

サイクルトレイン・バス・公共交通連携（インターモビリティ）

 公共交通連携では、自転車と公共交通の連携に関してこれまで「敵対」とされがちであったが、補完関
係（ニュアンスは協調）にあるものという前提で、特にモビリティ・ハブなどに対する議論がされた。

 特にサイクルトレインについてはサイクルトレイン評価を受けて駅設備・車両設備を含めた議論、また事
業形態の問題が課題として提起された。

■1.2 ペダルと線路：自転車利用者にとってシームレスな鉄道旅行の障壁を克服する

■5.3 UITP: 自転車と公共交通機関 - 友か敵か?!
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多様な自転車利用・高齢者・障がい者・女性

 現在自転車に乗っていない人をどのように自転車利用に転換させていくか、また、自転車利用に支障
がある人の利便性をどのように改善していくかという議論がされた。

■６．４ 障がいのあるサイクリストやその他の多様なユーザーグループが利用できる自転車ルートの開発

■３．２ 研究から実践へ：社会的公正とサイクリングに対する認識に関する研究

■１．６ 研究から実践へ：どうすれば彼らに自転車に乗ってもらえるのか？ガバナンスと行動変容について
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個別セッション



欧州や南米を中心に、自転車インフラ整備を通じて気候変動対策や都市の住みやすさ向上に向けた事例
を紹介。街路設計や速度制限、サイクルハイウェイ導入により、自転車利用の推進や安全性が改善されて
いる。

通行空間・インフラ・交通制御

■ ２.１ 都市変革：人々のための街路とより緑豊かな未来を設計する

■ ９.６ 都市空間の再設計：永続的な変化をもたらす自転車インフラ

■ 7.1 自転車による都市変革：成功事例
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個別セッション



自転車の利活用やネットワークの観点から、包括的なコミュニティの構築や産官学連携の成功事例、自発
的な行動変容に関する議論がされた。

その他

■ ５.１ つながりを育む：サイクリングを促進するための組織間の協力の成功

■ ４.２ 誰も取り残さない：包括的なコミュニティの構築

■ ８.５ 変化をもたらすキャンペーンでより良い習慣を身につける
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個別セッション



日本ブース

 2023年・2024年に続き、民間団体・企業、愛媛県などとともに合同で日本ブースを設置。

テーマは「日本に来てみませんか？」とし、日本の自転車全体を魅せる展示としつつ、愛媛への来訪を促
す内容に。

参加者からは愛媛への期待のほか、日本の駐輪や様々な技術への興味、日本の自転車利用率の高さ、自
転車教育への関心が高かった。
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【海外事例】

シェアリングモビリティ

とモビリティ・ハブ etc



シェアサイクル＠グダニスク

○ グダニスク都市圏（広域行政）による公設民営型サービス「MEVO」が市内全域で運用

○ 電動と非電動混在となっており、都市圏総数4200台のうち、3100台が電動、1100台が非電動となっている。

○ ステーションは600箇所、年間260万回の利用がされている。（回転率2～4回/台・日）

○ ポートマップに現在の利用台数や過去の利用回数、平均利用時間などが示されている。
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▲空港のポート

▲郊外部に設置されたポート ▲カーゴバイクによるバッテリー交換

▲ポートマップ

現在の利用台数

今日の利用回数、昨日の利用回数

今日の利用者数

平均利用時間

暦年の総利用回数

▲シェアサイクルの自転車

▲中央駅のポート



公共交通連携・モビリティハブ＠グダニスク

○ トラムの電停、拠点バス停にシェアサイクルポートや駐輪場・カーシェアステーションが設置された「モビリティハブ」が形成され
ている。
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▲トラム電停のシェアサイクルポート・電動キックボードポート ▲トラムとバスの乗り継ぎ拠点・シェアサイクル



公共交通連携・モビリティハブ＠グダニスク

○ 郊外電車（SKM・PKP）のGdańsk Brętowo駅では、駅舎に自転車店があり、サイクル拠点機能とともに、駐輪場やシェアサイ
クルポートが整備されており、モビリティハブ機能も確保されている。

○ 郊外店舗のショッピングセンターの駐輪場には空気入れや工具などをまとめた「リペアステーション」が設置されている。
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▲郊外駅のサイクル拠点としても機能するモビリティハブ

▲ショッピングセンター駐輪場のリペアステーション



公共交通連携・モビリティハブ＠ワルシャワ

○ 地下鉄駅等の主要交通結節点やバス停等に、各種機能が集約された大小の「モビリティハブ」が形成されている。

○ 市街中心部やビジネス街、観光地では、電動キックボード(Bolt,Lime, TIER,Dott)の短距離利用が多い。
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▲メトロ・ヴィラノフスカ駅のモビリティハブ



シェアサイクル＠コペンハーゲン

○ 「LIME」「Donkey Republic」等の６社により、市内全域でシェアサイクルを運用。

○ コペンハーゲン市によるシェアサイクルの許可台数の合計は9520台。

○ LIMEはアプリ上で指定された空間（P）に車両を駐輪することで返却処理が可能になる。

○ 一方、車両の正確な位置の把握に課題があったことから、Googleの拡張現実技術を導入。
スマートフォンのカメラで周辺の景色を撮影することで、正確な位置の特定を確認している。
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▲モビリティハブに設置されたポート

事業者 車両数

Bolt 1300

Donkey 
Republic

2680

Lime 2500

Ridemovi 800

Dott 1700

Kinto 540

計 9520

▲ゾーン区間に設置されたポート

▲市によるシェアサイクルの許可台数

▲LIMEのアプリ画面（左：位置情報の確認画面 右：ポートマップ）



公共交通連携・駐輪場＠コペンハーゲン

○ 附置義務制度があり、2009年以降、建物の新設、拡張、用途変更には自転車駐輪場の設置（面積に応じた駐車台数や一定割合
での屋根付き駐輪場の整備）が義務付けられている。

○ カーゴバイク等の自転車の普及を受け、自転車駐輪場の数と屋根付きの要件に加えて、駐輪場は利用者のニーズに応じて設計
されるべきと市の計画に記載されている。
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▲Nørrebro駅前駐輪場 ▲メトロへの車両持込みの様子



自転車利用環境＠コペンハーゲン
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モビリティ・ハブ＠コペンハーゲン

○ GEMINIプロジェクト：EUのHorizon Europeプログラムから助成を受けたモビリティ実証プロジェクト。
期間:2023年6月〜2026年12月、予算:約1,200万ユーロ。

○ 気候中立性の達成加速、新しい共有モビリティサービス（NMS）の開発・テスト、持続可能な交通ソリューションの実証、自家用車
依存の削減を目的にしている。

○ 都市電気モビリティ・イニシアチブ（UEMI）が主導する43のパートナーのコンソーシアムが参加し、欧州の８都市にあるモビリ
ティリビングラボ(MLL)で共同設計、展開、実証が行われている。

○ ルーダースダール(Rudersdal)においては、デンマーク首都地域(Region Hovedstaden)をプロジェクトリーダーに、基礎
自治体のルーダースダール、デンマーク工科大学(DTU)、DTU Science Parkが参加。 2024年８月から、DTU Science 
Park、Vedbæk Station（ヴェズベック駅）、Nærum Station（ネールム駅）など、複数個所にハブが設置されている。
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▲DTU Science Parkのモビリティ・ハブ

Dottのe-bike、nabogoの相乗り、

GreenMobility/KINTOの (EV)カーシェア

が利用可能

→実証結果を受け、当初予定の2025.7.31から

 2025.12.31へ終了期間が延長された



自転車利用環境＠コペンハーゲン

22



モビリティ・ハブ＠リヨン

○ リヨン・パールデュ駅では、多モーダル結節点（PEM）としての再開発が進行中。

○ 駅前広場の歩行者空間の拡張、大規模自転車駐輪場（約1,500台）の整備、公共交通の結節機能強化などが行われている。

○ 特に、Avenue Georges Pompidou通りでは、車道を再編して自転車道・歩道を新設し、東西の移動を安全かつ快適にする
再整備を実施。駅と周辺街区を結ぶアクセス改善の一環で、幹線自転車網「Voies Lyonnaises」とも接続。

○ また、モビリティ・ハブの取組として、鉄道・地下鉄・トラム・バスに加え、シェアサイクル「Vélo’v」やカーゴバイク対応駐輪施設を
統合し、交通モードをシームレスにつなぐ都市交通拠点を形成している。
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▲自転車道・歩道が整備されたAvenue Georges Pompidou通り（2017年・2025年）

▲駅前のトラム・シェアサイクル ▲カーゴバイク対応可能駐輪場



モビリティ・ハブ＠モンペリエ

○ MaaSアプリ「M’Ticket」で、バス・トラムやシェアサイクル、駐車場、駐輪場、電気自動車の充電スタンドのチケットを購入可能

○ トラムの終点には、バス・シェアサイクル・駐輪場・デマンドタクシーによるモビリティハブが整備され、ラストワンマイルの移動を
補完
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バス トラム

シェアサイクル

駐輪場

デマンドタクシー

バス・トラム シェアサイクル 駐車場

Ｐ＆Ｒ 駐輪場 充電スタンド

▲MaaSアプリ画面（左：トップ画面 右：バス・トラムの１時間半乗り放題チケット） ▲トラム終点のモビリティハブ



○ 旧市街にある歩行者専用道路「ドゥ－ガ通り」には広場やロングマーケットがあり、歩行者街区として機能している。

○ 歩行者街区となる中心部のすぐそばまで車の進入は許容され、宿泊施設や商業地へのアクセスは確保されるが、通り抜けは現
実的に困難であり、「トラフィックセル」的に通過交通が排除される仕組みが形成されている。

○ 外周部にはフリンジパーキング機能が確保されており、旧市街内は歩行者優先のエリアとなっている。
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歩行者空間と駐車スペース＠グダニスク



歩行者空間と駐車スペース＠ワルシャワ

○ 旧市街は歩行者専用エリアで、駐車場やシェアモビリティポートは縁辺部に設置されている。

○ 旧市街周辺の歴史的な通り(ロイヤルルート)で歩行者空間化が進められている。ノヴィ・シフィアト通りとクラクフスキエ・プシェ
ドミェシチェ通りは、週末には歩行者天国となる。歩行者天国は、2025年は４月より、土日祝日に実施。歩行者と自転車のみが
通行可能で、バスは迂回ルートとなる。

▲ノヴィ・シフィアト通りの歩行者天国▲旧市街の交通規制と周辺駐車場
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○ シェアモビリティ自体の発展

車両の多様化、返却システム、バッテリー交換の工夫、MaaSアプリによるシームレスな利用 など

シェアモビリティ自体や関連する技術・仕組みが発展

○ まちづくりとしてのシェアモビリティの活躍

シェアモビリティそのものだけでなく、

通行空間などのインフラ・ネットワーク整備、公共交通機関や各種移動手段との連携、

歩行者空間創出のための駐車スペース配置計画、地域や使う人々の特性に応じた利用促進 など

関連する様々な要素を考慮し、複合的・総合的なまちづくりの中で、

シェアモビリティの計画・取組みを進めていくこと

シェアモビリティを「活かした」まちづくり
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